
事業者部門

賞　　名 大　　賞 優　秀　賞 優　秀　賞
受賞者名 株式会社技研設備 有限会社マツジョウ 有限会社山本粉炭工業
代表者名 代表取締役　松本　洋一 代表取締役   野津 勝男 代表取締役   山本 明男
所 在 地 益田市高津町イ2556番地１ 松江市八幡町877-1 益田市美都町坂井川678番地

　建築物に付帯する給排水衛生設備、空調設
備、消化設備の設計、施工及び保守点検、水
道施設の施行を行う。

　当社は、浄化槽・排水処理施設の維持管理
をメイン業務に一般廃棄物・産業廃棄物の収
集運搬及び処理等の業務を行っている。

2013年9月27日 エコアクション21認証・取得

　平成24年の実績値を基準値にし、1%削減を
目標に定め活動を実施。工事の受注状況によ
り変動はあるも、基準値は下回っている。
・電力、燃料の削減による、二酸化炭素排出
量の削減
・工事資材、コピー用紙の削減を図るととも
に廃棄物の分別を徹底し、廃棄物排出量の削
減
・手直し工事の削減により、省資源化を図る
・生物多様性の保全に影響が少ない施行方
法、手順の選定と実施　　など

・「山仙プール式炭化平炉（特許出願中）」
の技術移転及び技術指導

・粉炭及び関連商品の製造販売工業用粉炭、
建築用資材端、土壌用粉炭、床下調湿炭、飼
料用粉炭、食用粉炭、竹炭、木・竹酢液、山
仙炭関連食品（ヘルシー炭うどん等）
・生ごみの堆肥化、粉炭入りぼかし作り
・トイレに木炭を設置（益田地域各小学校ト
イレ）
・木炭を海や川に沈める、木炭里海運動
・木質バイオマスの利用、広島湾の環境保全
＆美化活動

　「山仙プール式炭化平炉」を東南アジアの
ラオスに導入することが決定。この装置はコ
ンクリートブロックを積み重ねた簡便な構造
の炉を設置しており、原料に活用できる素材
の幅が広く、煙が発生しない。

活動の概要

平成２７年度しまね地球温暖化防止活動大賞受賞者一覧

・コピー用紙の削減として、ミスコピーの削
減だけでなく、文書・書類の電子化を進め
ペーパーレス化を進めている。
・生物多様性の保全として、施行現場周辺の
環境や生き物への影響が少なくなる低振動・
低騒音型施行機械を採用している。→実施後
の打ち合わせで、関係者へ生物多様性の認識
がある程度できた。
・内部コミュニケーションとして、週間打ち
合わせ及び月間打ち合わせを行っている。
・ボランティア活動の一環で災害協定の取り
組みを検討している。

2008年2月8日 エコアクション21認証･取得

・事務所等における不要な電力の使用を抑え
る節電、エコドライブの実践
・廃棄物の排出を抑制し、リサイクル活動に
取り組む
・雨水を利用し、洗車を行う。
・事業所周辺の側溝清掃及びごみ拾い・草拾
い、グリーン活動への積極的な参加
・グリーン製品の購入の推進により、全パソ
コンの切り替えに際してグリーン製品を優先
的に選定した。
・燃料の省エネとして、最短･裁量コースを
心がけ業務を遂行するが、毎回事前に打ち合
わせを行っている。


